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歌
舞
伎
座
の
二
月
公
演
の
第
二
部
は
、「
義
経
千
本
桜
」
の
「
渡
海
屋

と

か

い

や

・
大

物

だ
い
も
つ
の

浦う
ら

」
の
段
（
通
称

「
碇
の
知
盛
」
）
で
、
脇
題
に
「
片
岡
仁
左
衛
門
一
世

い

っ

せ

一
代
に
て
相
勤
め
申
し
候
」
と
あ
っ
た
。
一
世

一
代
と
は
、
歌
舞
伎
用
語
で
は
生
涯
の
当
た
り
役
を
演
じ
納
め
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
七
七
歳
の
仁

左
衛
門
に
と
っ
て
、
知
盛
の
衣
装
は
二
十
㎏
近
く
あ
り
、
本
興
行
を
一
ヶ
月
間
続
け
る
に
は
体
力
に

自
信
が
な
い
と
の
こ
と
だ
。（
偶
然
に
も
同
じ
二
月
の
日
生
劇
場
は
、
松
本
白
鸚
七
九
歳
の
「
ラ
・
マ

ン
チ
ャ
の
男
」
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
公
演
だ
っ
た
。
） 

仁
左
衛
門
の
「
碇
の
知
盛
」
を
観
る
機
会
は
も
う
な
く
な
る
の
か
と
思
い
、
都
民
劇
場
の
半
額
割

引
の
抽
選
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
幸
運
に
も
千
穐

せ
ん
し
ゅ
う

楽ら
く

の
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
り
最
終
公
演
を
観
る
こ

と
が
で
き
た
。 

「
碇
の
知
盛
」
は
、
壇
の
浦
で
討
ち
死
し
た
平
知
盛
が
、
怨
霊
と
な
っ
て
源
氏
に
立
ち
向
か
う
話

で
、
最
期
に
幼
い
安
徳
天
皇
を
義
経
に
託
し
、
自
ら
は
大
き
く
重
い
碇
を
体
に
巻
い
て
海
へ
ダ
イ
ブ

す
る
と
い
う
、
悲
壮
な
物
語
だ
。
口
跡
が
良
い
仁
左
衛
門
の
知
盛
は
血
ま
み
れ
の
大
熱
演
で
あ
っ
た

が
、
脇
を
固
め
る
義
経
役
の
時
蔵
の
温
情
、

典
す
け
の

侍
局

つ

ぼ

ね

役
の
孝
太
郎
の
悲
哀
も
き
ち
ん
と
表
現
さ
れ
、

良
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
だ
っ
た
。 

 

歌
舞
伎
座
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
徹
底
し
て
お
り
、
観
客
は
定
員
の
七
割
、
座
席
で
の
飲
食
禁
止
、
掛

け
声
も
禁
止
で
拍
手
の
み
と
、
上
品
で
淋
し
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
花
道
の
出
入
り
や
山
場
に
な
る

と
、
大
向
こ
う
か
ら
「
松
嶋
屋
ぁ
ー
」「
大
松
嶋
」
の
掛
け
声
が
、
私
の
空
耳
に
は
届
い
た
。 

最
後
の
幕
が
下
り
る
と
誰
も
席
を
立
た
ず
、
拍
手
が
続
く
。
何
か
あ
る
と
五
分
ほ
ど
待
つ
と
、
化

粧
を
落
と
し
着
流
し
姿
の
仁
左
衛
門
が
登
場
し
挨
拶
を
し
た
が
、
歌
舞
伎
座
で
の
ア
ン
コ
ー
ル
は
私

に
と
っ
て
初
め
て
だ
っ
た
。 

 

思
え
ば
、
昨
年
一
一
月
に
亡
く
な
っ
た
吉
右
衛
門
も
「
碇
の
知
盛
」
を
持
ち
役
と
し
て
い
た
。
吉

右
衛
門
亡
き
後
の
歌
舞
伎
界
で
、
座
頭
が
務
ま
る
「
立
役
」
は
、
白
鸚
、
仁
左
衛
門
の
二
人
だ
け
に

な
っ
た
。
四
十
代
の
幸
四
郎
、
猿
之
助
、
海
老
蔵
た
ち
の
今
後
の
成
長
に
期
待
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
丁
度
こ
の
間
を
繋
ぐ
世
代
で
あ
っ
た
勘
三
郎
と
三
津
五
郎
の
、
五
十
代
で
の
死

は
悔
や
ま
れ
る
。 

 


